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■ 会 長 報 告            青島 克郎君

＜ソングリーダー＞ 望月晃君 

＜ソング＞   我等の生業
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この土曜、日曜に掛けて伊勢志摩方面への一泊

のツーリングに出かけました。メンバーは藤枝南

クラブのツーリング同好会の皆さんと当クラブか

ら石垣さんと私です。 

私の車は英国のモーガンと言う車ですが、年に

数回しか乗らず走行距離は11,000㎞と少ないので

すが購入から１４年が経ち、今回は遠出と言うこ

とで途中で故障しないかと心配になり、バッテリ

ーを変えたり、オイルやそのほかの点検も万全に

して出かけました。聞くと石垣さんも普段余り乗

らないアルファロメオが心配になり丁寧にチェッ

クして臨んだようです。 

オートバイ５台と４輪車５台、総勢１２名が小

雨の中、東名牧之原サービスエリアに集合し、ひ

たすら西に向かって走り出しました。 

暫くすると雨も上がり、途中幾度か休憩しなが

らも、伊勢湾岸道路、東名阪自動車道、伊勢自動

車道と乗り継いで一つの信号もなしに伊勢まで到

着、まずは腹ごしらえと伊勢神宮脇のおかげ横町

で名物の牛丼を食べ満腹になったところで、旅の

無事を祈って伊勢神宮を参拝し宿泊先の賢島に向

かいました。チェックインを済ませ、英虞湾の海

賊船クルージングを楽しみました。 

翌日、真珠島の見学をし、昼食の貝焼き料理を

美味しく味わい、フェリーで伊良湖に向かいまし

た。日曜日だというのにフェリーはガラガラに近

い状態です。 高速道路の割引きに影響されてい

るとのことです。実際に高速道路のパーキングエ

リアは込み合っていますし、観光地そのものも人

出が多く大いに潤っているようです。 

今回の割引きはマイカー族にとっては大変嬉し

いことだとは思いますしサービスエリアの売店や

レストラン、ETC車載器に関係する人達等は大いに

恩恵を受けていますが、その反面、車を持たない

人や持てない人には何の恩恵もありませんし、肝

心な営業車は対象外です。またこのフェリーのよ

うに一挙に厳しい状況に追い込まれる場合も有る

わけです。 

テレビのインタビューで高速料金が安いから走

りに来たなんて言うコメントを聞くと、４つのテ

ストではありませんがみんなに公平で有るとは言

えないと思います。やはり国民の為に深く考えら

れたと言うよりは政治的な施策と勘ぐってしまい

ます。     

これに限らず国や自治体の色々な施策により事

業環境が急に変り経営状態が激変することはあり

得ることですし、こういった場合経営者の努力だ

けで乗り越えるのは難しい事もっと国民の側にた

った慎重で公平な政治が行われることを切望いた

します。 

愚痴はこのぐらいにして、我がツーリングの一

行は何の事故も故障もなく集合場所の牧之原ＳＡ

に到着し各自家路に向いました。  

■ 幹 事 報 告          仲田 廣志君 
• バーミンガム国際大会委員会より国際大会委員

長のメッセージが届いております。 
• ガバナー事務所より０９～１０年度地区補助金

申請手続きのお知らせが届いております。 
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• 藤枝市柔道連盟より合併記念藤枝市柔道祭開催

のご案内が届いております。 
 平成２１年７月１９日（日）１３：００ 開会 
 静岡県武道館 第ニ道場 
• 藤枝市社会福祉協議会より第１回評議会資料が

届いております。 

■ 出 席 報 告           青島 彰君 
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

32／40 80％ 29／41 70.73％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○小西君 飯塚君 板倉君 落合君 鈴木舜君 

仲田晃君 水野君 望月志君 

 

■ ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ      青島 彰君                        
• 誕生祝ありがとうございました。いよいよ後期高

齢者の仲間入りしました。         竹田 勲君                

  スマイル累計額  ５１０,０００円 

■ 次 年 度 委 員 長 挨 拶                         

 
 
会員増強委員長 

村松 英昭君 
 
 
当委員会は、増強維持、クラブ広報、新会員、

ＩＴの４つの担当を行います。 
会員増強は当クラブにおいて最重要課題です。会

員全員で増強のための汗をかきましょう。本年度

純増３名を目指します。御協力の程よろしくお願

いします。 
クラブ広報は昨年度につづきロータリーの友の概

要を月１回紹介します。 
新会員担当は、研修会を開きロータリーの本質に

ついての研鑽を深め、親睦を深める。 
ＩＴ担当は、当クラブのホームページのリニュー

アルにつとめる。 

担当リーダーは、以下の方々です。 
 増強・維持担当  委員長兼任 
 クラブ広報担当  栗原毅 
新会員担当    青島克郎 
ＩＴ担当     青島克郎 
 
委員 杉山静一、江﨑友次郎、森下敏顯、 

後藤功、石垣善康、池谷範男、柳原寿男 
 
 
 
クラブ管理運営 

委員長              

酒向 謙次君 
 
 
クラブ管理運営委員長を仰せつかりました酒向

です。 
昨年と違って組織の運営ですので非常に重責です

が、頑張ってメンバー全員で毎回の例会を楽しく、

きりっと締めて行きたいと思っています。皆さん

には、是非ご協力をお願いいたします。 
今年の基本方針は、昨年を踏襲していますが再度

申し述べさせて戴きます。 
会場監督、プログラム、親睦、出席、スマイル等

何れの業務についても分担的な活動は避け、委員

全員で取り組むこととする。 
毎回の例会についても当番制により全委員が会場

設営、運営、ソング、スマイル等に取り組み楽し

く有意義な例会作りをこころ掛ける。また、親睦

行事についても会員はもとより家族も楽しめる様

に委員全員参加で行う。 
 
 
奉仕プロジェクト 

委員長 
大塚 博巳君 
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１．委員会担当部門 

社会奉仕・環境保全・国際奉仕・職業奉仕・新

世代・インターアクト 
２．基本方針 

国際交流・青少年育成を通した地域貢献、社会

貢献をテーマに、奉仕プロジェクト事業を企画

立案し活動する。 
３．事業計画 

（１）社会奉仕 
① 静岡産業大学における冠講座として、会員 

（藤枝ＲＣ）が講義をする。 
・学生及び一般受講生に対しＲＣの紹介、 
並びに企業として己の職業を通した地域

社会貢献（企業方針等）について紹介、

講義する。 
② 環境保全、エコをテーマにしての取り組み 

について検討する。 
（２）国際奉仕 

① 継続事業 藤枝市国際友好協会年会費搬 
  出 

② 静岡産業大学留学生を対象とした、会

員企業への職場訪問を実施 
（３）職業奉仕 

① 職業を通して地域社会に貢献する 
・近隣の職場訪問 
・会員並びに他会員の卓話を通して企業

倫理と企業の継続への努力を学ぶ 
（４）新世代 

① 協賛大会開閉会式への会員参加  
② スポーツ大会協賛 
・青少年柔道大会 
・スポーツ少年団剣道大会 
・市長杯ジュニアユースサッカー大会 
・藤枝市少年サッカーリーグ戦がある。 

（５）インターアクト 
③ 藤枝学園 順心高校インターアクトク

ラブ活動への助成 
④ 地区インターアクト年次大会への参加

（静岡） 

⑤ インターアクト会員による年次大会の報告 
⑥ 地区インターアクト指導者講習会への参加

（沼津中央） 
⑦ 地区インターアクト海外研修支援（負担金） 

 
 
 
財団委員長 

松葉 義之君 
 

 
    １．財団が地域社会や、

国際社会に行ってきた成果を会員に周知させる事

で年次寄付、恒久基金寄付への理解を求める 
  ２．ロータリー米山記念奨学会の事業が外国人留学

生の国際理解と親善に寄与している事をより深く

理解していただき一層の協力をお願いします。 
  ３．これから３年間ポリオ撲滅完遂に向け、強力な

支援活動を進める。 
＜事業計画＞ 
１．ロータリー財団  
ロータリー財団寄付 ＵＳ＄１００／人・年 
ベネファクター１名以上 
ＧＳＥ（１０月台湾）受入協力 

２．米山  
米山記念奨学会寄付 １２，０００円／人・年 
米山奨学生の卓話実施 

３．ポリオ撲滅プロジェクト  
ポリオ撲滅資金への寄付協力 ＵＳ２３＄／

人・年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



1814-4 

【第４回 冠講座】     －６月９日－    
『山葵にしびれて』  望月晃君 

１． 山葵の歴史 
２． 山葵の薬効、成分（山葵は百薬の長） 
３． 山葵漬 
４． 新しい山葵の利用 
５． 新しい栽培法 
６． 生産量（世界、日本） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／鈴木廣）


